
(57)【要約】

【課題】液晶表示装置用下基板の製造方法の提供。

【解決手段】同一のフォトマスクを使用し、第一段階の

フォトマスク（リソグラフィーエッチング）プロセス及

び第二段階のフォトマスク（リソグラフィーエッチング

）プロセスを行うため、第一金属層と半導体層のパター

ンは相同である。これにより、本発明で必要なフォトマ

スク数は４個だけでありながら、５段階のフォトマスク

（リソグラフィーエッチング）プロセスを行うことがで

き、１段階のフォトマスクの製造費用を削減することが

できる。

【選択図】図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 種 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 み 、
Ａ ． 基 板 を 提 供 し 、
Ｂ ． 該 基 板 上 に 第 一 金 属 層 を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 第 一 金 属 層 を パ タ ー
ン 化 し 、
Ｃ ． 該 基 板 と 該 第 一 金 属 層 上 に 第 一 絶 縁 層 を 形 成 し 、
Ｄ ． 該 第 一 絶 縁 層 上 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 該 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 半 導 体 層 を パ
タ ー ン 化 し 、 し か も 該 半 導 体 層 は 該 第 一 金 属 層 の 上 に 位 置 し 、
Ｅ ． 該 半 導 体 層 上 に は 第 二 金 属 層 を 形 成 し 、 該 第 二 金 属 層 を パ タ ー ン 化 し 、
Ｆ ． 該 第 二 金 属 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 上 方 に 第 二 絶 縁 層 を 形 成 し 、 該 第 二 絶 縁 層
を パ タ ー ン 化 し 、
Ｇ ． 該 第 二 絶 縁 層 上 方 に 透 明 電 極 層 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 層 を パ タ ー ン 化 す る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 二 絶 縁 層 は 保 護 層 と
平 坦 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 半 導 体 層 は ア モ ル フ ァ
ス シ リ コ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板
の 製 造 方 法 は さ ら に １ つ の ス テ ッ プ を 含 み 、 該 半 導 体 層 表 面 に オ ー ム 接 触 層 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 オ ー ム 接 触 層 は N + ア モ
ル フ ァ ス シ リ コ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 二 絶 縁 層 は 複 数 の 貫
通 孔 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 貫 通 孔 の 内 の 少 な く と
も １ 個 の 貫 通 孔 は 該 第 二 絶 縁 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 を 貫 通 し 、 該 第 一 金 属 層 に お
い て 露 出 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 貫 通 孔 の 内 の 少 な く と
も １ 個 の 貫 通 孔 は 該 第 二 絶 縁 層 を 貫 通 し 、 該 第 二 金 属 層 に お い て 露 出 す る こ と を 特 徴 と す
る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 一 金 属 層 の 一 部 は 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 一 金 属 層 の 一 部 は 補
助 キ ャ パ シ タ の 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 一 金 属 層 の 一 部 は 表
示 区 外 の 端 子 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 二 金 属 層 の 一 部 は 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ソ ー ス 極 或 い は ド レ イ ン 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下
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基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 基 板 は ガ ラ ス で あ る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 一 絶 縁 層 は 酸 化 シ リ
コ ン 或 い は 窒 化 シ リ コ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 透 明 電 極 は イ ン ジ ウ ム
と 亜 鉛 の 酸 化 物 或 い は イ ン ジ ウ ム と ス ズ の 酸 化 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用
下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 一 種 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 み 、
Ａ ． 基 板 を 提 供 し 、
Ｂ ． 該 基 板 上 に 第 一 金 属 層 を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 第 一 金 属 層 を パ タ ー
ン 化 し 、
Ｃ ． 該 基 板 と 該 第 一 金 属 層 上 に 第 一 絶 縁 層 を 形 成 し 、
Ｄ ． 該 第 一 絶 縁 層 上 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 該 第 一 金 属 層 を フ ォ ト マ ス ク と し 、 該 半 導 体 層
を パ タ ー ン 化 し 、 し か も 該 半 導 体 層 は 該 第 一 金 属 層 の 上 に 位 置 し 、
Ｅ ． 該 半 導 体 層 上 に は 第 二 金 属 層 を 形 成 し 、 該 第 二 金 属 層 を パ タ ー ン 化 し 、
Ｆ ． 該 第 二 金 属 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 上 方 に 第 二 絶 縁 層 を 形 成 し 、 該 第 二 絶 縁 層
を パ タ ー ン 化 し 、
Ｇ ． 該 第 二 絶 縁 層 上 方 に 透 明 電 極 層 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 層 を パ タ ー ン 化 す る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 二 絶 縁 層 は 保 護 層
と 平 坦 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 用 下 基
板 の 製 造 方 法 は さ ら に １ つ の ス テ ッ プ を 含 み 、 該 半 導 体 層 表 面 に オ ー ム 接 触 層 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 二 絶 縁 層 は 複 数 の
貫 通 孔 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 一 種 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に 関 す る 。 特 に 一 種 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ ー 液 晶 表 示 装 置 （ TFT-LCD） に 適 用 さ れ る 下 基 板 の 製 造 方 法 に 係 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 公 知 の CRTモ ニ タ ー に 比 べ 、 消 費 電 力 が 低 く 、 コ ン パ ク ト で 、 放 射 線 を
出 さ な い と い う 長 所 を 備 え る が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー 液 晶 表 示 装 置 （ TFT-LCD） の 価 格 は
高 価 で あ る 。 そ の 原 因 は 、 特 に 液 晶 デ ィ ス プ レ ー の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー ア レ ー の リ ソ グ ラ
フ ィ ー プ ロ セ ス に お い て 、 必 要 な フ ォ ト マ ス ク 数 を 効 果 的 に 減 少 さ せ 、 製 造 コ ス ト を 低 下
さ せ る こ と が で き な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー ア レ ー 基 板 の 製 造 方 法 に お い て は 、 ５ 段 階 フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ
フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス が 多 用 さ れ て い る 。
図 １ ～ ５ に 示 す よ う に 、 一 般 の ５ 段 階 フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ
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ス は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー ア レ ー 中 の 各 構 成 部 品 の 定 義 に ５ 個 の フ ォ ト マ ス ク を 必 要 と す る
。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 一 金 属 層 を 定 義 、 つ ま り 第 一 金 属 層 に 対 し て パ タ ー ン 化 を 行 う 。
該 パ タ ー ン 化 し た 第 一 金 属 層 ３ ２ は TFTの ゲ ー ト 極 ３ ２ １ 、 補 助 キ ャ パ シ タ の 下 電 極 ３ ２
２ 、 端 子 線 ３ ２ ３ な ど の 構 成 部 品 を 含 む 。
　 次 に 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 二 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ
ス で は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の 半 導 体 層 ３ ６ と オ ー ム 接 触 層 ３ ８ を 定 義 す る 。
　 図 １ の パ タ ー ン 化 し た 第 一 金 属 層 ３ ２ と 図 ２ の 半 導 体 層 ３ ６ 及 び オ ー ム 接 触 層 ３ ８ の 形
状 と 位 置 を 比 較 す る と 、 第 一 段 階 フ ォ ト マ ス ク の パ タ ー ン と 第 二 段 階 フ ォ ト マ ス ク の パ タ
ー ン が 相 同 で な い こ と は 明 ら か で あ る 。 つ ま り 、 第 一 段 階 フ ォ ト マ ス ク プ ロ セ ス と 第 二 段
階 フ ォ ト マ ス ク プ ロ セ ス に 同 一 の フ ォ ト マ ス ク を 使 用 し 、 リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ を 行
う こ と は で き な い と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 続 い て 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 三 段 階 フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ
ス で は 第 二 金 属 層 を 定 義 す る 。 つ ま り 第 二 金 属 層 に 対 し て パ タ ー ン 化 を 行 い 、 パ タ ー ン 化
し た 第 二 金 属 層 ４ ０ と す る 。 該 第 二 金 属 層 ４ ０ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ソ ー ス 極 ４ ０ １ 、
ド レ イ ン 極 ４ ０ ２ 、 補 助 キ ャ パ シ タ の 上 電 極 ４ ０ ３ な ど の 構 成 部 品 を 含 む 。
　 さ ら に 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 四 段 階 フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ
ス で は 、 平 坦 層 ４ ４ と 保 護 層 ４ ２ を パ タ ー ン 化 し 、 ド レ イ ン 極 接 触 層 ５ １ １ 或 い は 端 子 接
触 窓 ５ １ ２ を 形 成 す る 。 こ こ で は 、 保 護 層 ４ ２ だ け が 形 成 で き 、 或 い は 平 坦 層 ４ ４ が 形 成
で き 、 或 い は 同 時 に 保 護 層 と 平 坦 層 ４ ４ を 形 成 し 、 し か も ２ 層 の 順 序 は ど ち ら で も 良 い 。
最 後 に 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 五 段 階 フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス
で は 、 透 明 導 電 層 ４ ６ を パ タ ー ン 化 し 、 画 素 電 極 を 形 成 す る 。
　 上 記 ５ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） が 定 義 す る 構 成 部 品 の 形 状 、
位 置 は み な 不 相 同 で あ る た め 、 ５ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ
セ ス で は 、 ５ 個 の 異 な る フ ォ ト マ ス ク を 使 用 し 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー ア レ ー 基 板 中 の 各 構
成 部 品 を 定 義 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー 液 晶 デ ィ ス プ レ ー の 製 造 が 大 画 面 に 向 か い 発 展 し 、 フ ォ ト マ ス ク も
大 画 面 が ト レ ン ド で あ る 現 在 、 フ ォ ト マ ス ク の 製 造 コ ス ト も ま す ま す 高 騰 し て い る 。 よ っ
て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー 製 造 工 程 に お い て 使 用 す る フ ォ ト マ ス ク の 数 を 減 ら す こ と が で き れ
ば 、 フ ォ ト マ ス ク の 製 造 費 用 を 減 ら す こ と が で き 、 製 造 工 程 全 体 の コ ス ト を 低 下 さ せ る こ
と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 下 記 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
　 そ れ は ４ 個 の フ ォ ト マ ス ク 数 で ５ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ
ロ セ ス を 行 う こ と が で き 、 １ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク の 設 計 と 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と が で き
、 こ う し て 製 造 コ ス ト の 低 下 を 実 現 し 、 し か も フ ォ ト マ ス ク を １ 個 削 減 す る と 同 時 に 、 フ
ォ ト マ ス ク を 合 わ せ る 時 に 生 じ る 誤 差 を １ 回 分 省 く こ と も で き 、 歩 留 ま り を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 は 以 下 の ス テ ッ プ を 含 み 、
Ａ ． 基 板 を 提 供 し 、
Ｂ ． 該 基 板 上 に 第 一 金 属 層 を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 第 一 金 属 層 を パ タ ー
ン 化 し 、
Ｃ ． 該 基 板 と 該 第 一 金 属 層 上 に 第 一 絶 縁 層 を 形 成 し 、
Ｄ ． 該 第 一 絶 縁 層 上 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 該 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 半 導 体 層 を パ
タ ー ン 化 し 、 し か も 該 半 導 体 層 は 該 第 一 金 属 層 の 上 に 位 置 し 、
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Ｅ ． 該 半 導 体 層 上 に は 第 二 金 属 層 を 形 成 し 、 該 第 二 金 属 層 を パ タ ー ン 化 し 、
Ｆ ． 該 第 二 金 属 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 上 方 に 第 二 絶 縁 層 を 形 成 し 、 該 第 二 絶 縁 層
を パ タ ー ン 化 し 、
Ｇ ． 該 第 二 絶 縁 層 上 方 に 透 明 電 極 層 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 層 を パ タ ー ン 化 し 、
該 第 一 金 属 層 と 該 半 導 体 の パ タ ー ン は 相 同 で あ る た め 、 本 発 明 で は 同 一 の フ ォ ト マ ス ク を
使 用 し 、 第 一 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス 及 び 第 二 段 階 の
フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 う た め 、 １ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク
の 設 計 と 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と が で き 、 よ っ て 本 発 明 で は ４ 個 の フ ォ ト マ ス ク 数 で ５ 段
階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 該 第 一 金 属 層 と 該 半 導 体 の パ タ ー ン は 相 同 で あ る た め 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 第 一 金 属
層 を フ ォ ト マ ス ク と し 、 該 半 導 体 に 対 し て フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ
ロ セ ス を 行 う こ と が で き る た め 、 １ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク の 設 計 と 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と
が で き 、
ま た 本 発 明 は さ ら に 別 種 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 該 方 法 は 以 下 の ス
テ ッ プ を 含 み 、
Ａ ． 基 板 を 提 供 し 、
Ｂ ． 該 基 板 上 に 第 一 金 属 層 を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 第 一 金 属 層 を パ タ ー
ン 化 し 、
Ｃ ． 該 基 板 と 該 第 一 金 属 層 上 に 第 一 絶 縁 層 を 形 成 し 、
Ｄ ． 該 第 一 絶 縁 層 上 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 該 第 一 金 属 層 を フ ォ ト マ ス ク と し 、 該 半 導 体 層
を パ タ ー ン 化 し 、 し か も 該 半 導 体 層 は 該 第 一 金 属 層 の 上 に 位 置 し 、
Ｅ ． 該 半 導 体 層 上 に は 第 二 金 属 層 を 形 成 し 、 該 第 二 金 属 層 を パ タ ー ン 化 し 、
Ｆ ． 該 第 二 金 属 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 上 方 に 第 二 絶 縁 層 を 形 成 し 、 該 第 二 絶 縁 層
を パ タ ー ン 化 し 、
Ｇ ． 該 第 二 絶 縁 層 上 方 に 透 明 電 極 層 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 層 を パ タ ー ン 化 し 、
こ う し て 製 造 工 程 に 必 要 と す る フ ォ ト マ ス ク の 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 方 法 で 製 造 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 第 二 金 属 層 上 方 の 第 二 絶 縁 層 は 保 護
層 だ け を 形 成 し 、 或 い は 平 坦 層 だ け を 形 成 し 、 或 い は 同 時 に 保 護 層 と 平 坦 層 を 形 成 す る こ
と が で き 、 該 ２ 層 の 順 序 に 決 ま り は な い が 、 保 護 層 と 平 坦 層 を 同 時 に 含 む こ と が 望 ま し く
、 こ れ に よ り 下 基 板 の 歩 留 ま り と 液 晶 表 示 装 置 に 表 示 効 果 を 向 上 さ せ 、
本 発 明 の 方 法 は 半 導 体 層 表 面 に オ ー ム 接 触 層 を 形 成 す る こ と も で き 、 こ う し て 半 導 体 層 と
第 二 金 属 層 間 の 接 触 電 気 抵 抗 を 低 下 さ せ 、 該 半 導 体 は 公 知 の あ ら ゆ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー
に 使 用 さ れ る 半 導 体 層 で 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 層 が 望 ま し く 、 該 オ ー ム 接 触 層 は あ ら ゆ
る 公 知 の 半 導 体 の オ ー ム 接 触 層 で 、 N + ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン が 望 ま し く 、
本 発 明 の 方 法 に お い て 、 第 二 絶 縁 層 は あ ら ゆ る 公 知 の 方 式 に よ り パ タ ー ン 化 す る こ と が で
き 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ が 望 ま し く 、 該 第 二 絶 縁 層 は 複 数 の 貫 通 孔 を 備 え る こ と が で き 、 該
貫 通 孔 の 内 の 少 な く と も １ 個 は 第 二 絶 縁 層 と 第 一 絶 縁 層 を 貫 通 し 、 こ れ に よ り 第 一 金 属 層
は 露 出 し 、 下 基 板 の 端 子 接 触 窓 と な り 、 少 な く と も １ 個 の 貫 通 孔 は 第 二 絶 縁 層 を 貫 通 し 、
第 二 金 属 層 を 露 出 さ せ 、 下 基 板 の ド レ イ ン 極 接 触 窓 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 第 一 金 属 層 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の 多 く の 構 成 部 品 を 構 成 可 能 で 、 第 一
金 属 層 の 一 部 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 極 で 、 第 一 金 属 層 の 一 部 は 補 助 キ ャ パ シ タ の
電 極 で 、 或 い は 第 一 金 属 層 の 一 部 は 表 示 区 外 の 端 子 線 で あ る こ と が 望 ま し く 、
本 発 明 の 方 法 の 第 二 金 属 層 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の 多 く の 構 成 部 品 を 構 成 可 能 で 、 第 二 金
属 層 の 一 部 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ソ ー ス 極 或 い は ド レ イ ン 極 で 、
本 発 明 の 方 法 の 基 板 は あ ら ゆ る 公 知 の 材 料 と す る こ と が で き 、 ガ ラ ス が 望 ま し く 、
本 発 明 の 方 法 の 絶 縁 層 は あ ら ゆ る 公 知 の 材 料 と す る こ と が で き 、 酸 化 シ リ コ ン 或 い は 窒 化
シ リ コ ン が 望 ま し く 、
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本 発 明 の 方 法 の 透 明 電 極 層 は あ ら ゆ る 金 属 酸 化 物 と す る こ と が で き 、 イ ン ジ ウ ム と ス ズ の
酸 化 物 （ ITO） 、 或 い は イ ン ジ ウ ム と 亜 鉛 の 酸 化 物 （ IZO） で あ る こ と が 望 ま し い こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 一 種 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 以 下 の ス テ ッ プ
を 含 み 、
Ａ ． 基 板 を 提 供 し 、
Ｂ ． 該 基 板 上 に 第 一 金 属 層 を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 第 一 金 属 層 を パ タ ー
ン 化 し 、
Ｃ ． 該 基 板 と 該 第 一 金 属 層 上 に 第 一 絶 縁 層 を 形 成 し 、
Ｄ ． 該 第 一 絶 縁 層 上 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 該 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 半 導 体 層 を パ
タ ー ン 化 し 、 し か も 該 半 導 体 層 は 該 第 一 金 属 層 の 上 に 位 置 し 、
Ｅ ． 該 半 導 体 層 上 に は 第 二 金 属 層 を 形 成 し 、 該 第 二 金 属 層 を パ タ ー ン 化 し 、
Ｆ ． 該 第 二 金 属 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 上 方 に 第 二 絶 縁 層 を 形 成 し 、 該 第 二 絶 縁 層
を パ タ ー ン 化 し 、
Ｇ ． 該 第 二 絶 縁 層 上 方 に 透 明 電 極 層 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 層 を パ タ ー ン 化 す る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第
二 絶 縁 層 は 保 護 層 と 平 坦 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し
て い る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 半
導 体 層 は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法
と し て い る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 液
晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 は さ ら に １ つ の ス テ ッ プ を 含 み 、 該 半 導 体 層 表 面 に オ ー ム
接 触 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 オ
ー ム 接 触 層 は N + ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製
造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第
二 絶 縁 層 は 複 数 の 貫 通 孔 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し
て い る 。
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 貫
通 孔 の 内 の 少 な く と も １ 個 の 貫 通 孔 は 該 第 二 絶 縁 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 を 貫 通 し
、 該 第 一 金 属 層 に お い て 露 出 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し
て い る 。
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 貫
通 孔 の 内 の 少 な く と も １ 個 の 貫 通 孔 は 該 第 二 絶 縁 層 を 貫 通 し 、 該 第 二 金 属 層 に お い て 露 出
す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第
一 金 属 層 の 一 部 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用
下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
第 一 金 属 層 の 一 部 は 補 助 キ ャ パ シ タ の 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板
の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ １ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
第 一 金 属 層 の 一 部 は 表 示 区 外 の 端 子 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製
造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
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第 二 金 属 層 の 一 部 は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー の ソ ー ス 極 或 い は ド レ イ ン 極 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
基 板 は ガ ラ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
第 一 絶 縁 層 は 酸 化 シ リ コ ン 或 い は 窒 化 シ リ コ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下
基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記
透 明 電 極 は イ ン ジ ウ ム と 亜 鉛 の 酸 化 物 或 い は イ ン ジ ウ ム と ス ズ の 酸 化 物 で あ る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ ６ の 発 明 は 、 一 種 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 以 下 の ス テ ッ
プ を 含 み 、
Ａ ． 基 板 を 提 供 し 、
Ｂ ． 該 基 板 上 に 第 一 金 属 層 を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 第 一 金 属 層 を パ タ ー
ン 化 し 、
Ｃ ． 該 基 板 と 該 第 一 金 属 層 上 に 第 一 絶 縁 層 を 形 成 し 、
Ｄ ． 該 第 一 絶 縁 層 上 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 該 第 一 金 属 層 を フ ォ ト マ ス ク と し 、 該 半 導 体 層
を パ タ ー ン 化 し 、 し か も 該 半 導 体 層 は 該 第 一 金 属 層 の 上 に 位 置 し 、
Ｅ ． 該 半 導 体 層 上 に は 第 二 金 属 層 を 形 成 し 、 該 第 二 金 属 層 を パ タ ー ン 化 し 、
Ｆ ． 該 第 二 金 属 層 、 該 半 導 体 層 、 該 第 一 絶 縁 層 上 方 に 第 二 絶 縁 層 を 形 成 し 、 該 第 二 絶 縁 層
を パ タ ー ン 化 し 、
Ｇ ． 該 第 二 絶 縁 層 上 方 に 透 明 電 極 層 を 形 成 し 、 該 透 明 電 極 層 を パ タ ー ン 化 す る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前
記 第 二 絶 縁 層 は 保 護 層 と 平 坦 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法
と し て い る 。
　 請 求 項 １ ８ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前
記 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 は さ ら に １ つ の ス テ ッ プ を 含 み 、 該 半 導 体 層 表 面 に オ
ー ム 接 触 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ９ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前
記 第 二 絶 縁 層 は 複 数 の 貫 通 孔 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 の 製 造 方 法
と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 で は ４ 個 の フ ォ ト マ ス ク で ５ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ）
プ ロ セ ス を 行 う こ と が で き 、 こ う し て フ ォ ト マ ス ク の 設 計 と 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と が で
き 、 製 造 コ ス ト を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ６ ～ １ ０ は 本 発 明 最 適 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ
る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 先 ず 基 板 ３ ０ を 提 供 す る 。 該 基 板 ３ ０ は ガ ラ ス 基 底 、 石 英 基 底 、 プ
ラ ス チ ッ ク 基 底 で あ る 。
　 次 に 、 該 基 板 ３ ０ 上 に 第 一 金 属 層 ３ ２ を 積 層 し 、 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し フ ォ ト マ ス
ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 い 、 該 第 一 金 属 層 ３ ２ を パ タ ー ン 化 す る 。
つ ま り 、 該 第 一 金 属 層 ３ ２ を 該 基 板 ３ ０ に 積 層 後 、 パ タ ー ン 化 し た フ ォ ト マ ス ク に よ り 保
護 し 、 さ ら に 該 第 一 金 属 層 ３ ２ に 対 し て 乾 式 エ ッ チ ン グ 或 い は 湿 式 エ ッ チ ン グ 工 程 を 行 い
パ タ ー ン 化 を 完 成 さ せ る 。
　 本 実 施 例 中 で は 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 第 一 金 属 層 ３ ２ は TFTの ゲ ー ト 極 ３ ２ １ 、 補 助 キ ャ
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パ シ タ の 下 電 極 ３ ２ ２ 、 及 び 表 示 区 外 の 端 子 線 ３ ２ ３ を 含 む 。 し か も 、 該 パ タ ー ン 化 さ れ
た 第 一 金 属 層 ３ ２ は 単 層 或 い は 多 層 構 造 で 、 そ の 材 料 は 単 一 金 属 或 い は 合 金 で あ る 。 そ の
材 料 は ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） 、 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 銅 （ Cu） 、 チ タ ン （
Ｔ i） 、 窒 化 チ タ ン （ TiNx） 、 ア ル ミ 合 金 、 ク ロ ム 合 金 、 モ リ ブ デ ン （ Mo） 金 属 或 い は そ
の 組 合 せ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 図 ７ に 示 す よ う に 、 該 基 板 ３ ０ と 該 第 一 金 属 層 ３ ２ 上 に 第 一 絶 縁 層 ３ ４ を 形 成 す る
。 さ ら に 、 該 第 一 絶 縁 層 ３ ４ に 半 導 体 層 ３ ６ と オ ー ム 接 触 層 ３ ８ を 積 層 す る 。 し か も 同 一
フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 つ ま り 上 記 の 第 一 フ ォ ト マ ス ク を 利 用 し 、 該 半 導 体 層 ３ ６ 及 び 該
オ ー ム 接 触 層 ３ ８ に 対 し て フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 い パ
タ ー ン 化 し 、 こ れ に よ り 、 該 半 導 体 層 ３ ６ 及 び 該 オ ー ム 接 触 層 ３ ８ を 定 義 す る 。 こ う し て
該 パ タ ー ン 化 さ れ た 該 半 導 体 層 ３ ６ 及 び 該 オ ー ム 接 触 層 ３ ８ は 該 第 一 金 属 層 ３ ２ の ち ょ う
ど 真 上 に 位 置 し 、 し か も 該 第 一 金 属 層 ３ ２ と は 相 同 の パ タ ー ン を 備 え る 。
　 本 実 施 例 に お い て 、 該 第 一 絶 縁 層 ３ ４ は 酸 化 シ リ コ ン （ SiOx） 、 窒 化 シ リ コ ン （ SiNy）
、 或 い は 窒 酸 化 シ リ コ ン （ Silicon oxynitride） で 、 該 半 導 体 層 ３ ６ は ア モ ル フ ァ ス シ リ
コ ン （ amorphous silicon） 、 或 い は 多 結 晶 シ リ コ ン （ polycrystalline silicon） で 、 該
オ ー ム 接 触 層 ３ ８ は n＋ -Si(n-type doped silicon)な ど の ド ー プ シ リ コ ン で あ る 。
　 つ ま り 、 該 第 一 金 属 層 ３ ２ 、 該 半 導 体 層 ３ ６ （ 該 オ ー ム 接 触 層 ３ ８ ） の パ タ ー ン は 相 同
で あ る た め 、 同 一 フ ォ ト マ ス ク を 使 用 し パ タ ー ン 化 を 行 う こ と が で き 、 １ 段 階 の フ ォ ト マ
ス ク の 設 計 と 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 該 第 一 金 属 層 ３ ２ 、 該 半 導 体 層 ３ ６ 、 該 オ ー ム 接 触 層 ３ ８ の パ タ ー ン は 相 同 で
あ る た め 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 第 一 金 属 層 ３ ４ を フ ォ ト マ ス ク と し 、 該 半 導 体 層 ３ ６ と 該 オ
ー ム 接 触 層 ３ ８ に 対 し て 背 面 露 光 及 び エ ッ チ ン グ を 行 い 、 １ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク の 設 計 と
製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 続 い て 図 ８ に 示 す よ う に 、 該 半 導 体 層 ３ ６ と 該 絶 縁 層 ３ ４ 上 に 第 二 金 属 層 を 積 層 氏 、 異
な る パ タ ー ン を 備 え る 第 二 フ ォ ト マ ス ク （ 図 示 な し ） を 利 用 し 、 第 二 金 属 層 に 対 し て フ ォ
ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 い パ タ ー ン 化 す る 。 該 半 導 体 層 ３ ６
と 該 オ ー ム 接 触 層 ３ ８ に 対 し て エ ッ チ ン グ を 行 い 、 該 半 導 体 層 ３ ６ の チ ャ ン ネ ル （ channe
l） を 形 成 す る こ と も で き る 。
　 該 パ タ ー ン 化 さ れ た 第 二 金 属 層 ４ ０ は TFTの ソ ー ス 極 ４ ０ １ 、 ド レ イ ン 極 ４ ０ ２ 、 補 助
キ ャ パ シ タ の 上 電 極 ４ ０ ３ を 含 む 。 し か も 該 パ タ ー ン 化 さ れ た 第 二 金 属 層 ４ ０ と 該 パ タ ー
ン 化 さ れ た 第 一 金 属 層 ３ ２ は 相 同 で 、 単 層 或 い は 多 層 構 造 と す る こ と が で き 、 そ の 材 料 は
単 一 金 属 或 い は 合 金 で あ る 。 そ の 材 料 は ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） 、 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） 、 ク ロ
ム （ Ｃ ｒ ） 、 銅 （ Cu） 、 チ タ ン （ Ｔ i） 、 窒 化 チ タ ン （ TiNx） 、 ア ル ミ 合 金 、 ク ロ ム 合 金
、 モ リ ブ デ ン （ Mo） 金 属 或 い は そ の 組 合 せ で あ る 。 ま た 第 一 絶 縁 層 の 材 料 は 酸 化 シ リ コ ン
（ SiOx） 、 窒 化 シ リ コ ン （ SiNy） で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 図 ９ に 示 す よ う に 、 保 護 層 ４ ２ （ passivation layer） 及 び 平 坦 層 ４ ４ （ planizati
on layer） を 形 成 し 、 該 パ タ ー ン 化 さ れ た 半 導 体 層 ３ ６ と オ ー ム 接 触 層 ３ ８ 、 第 二 金 属 層
４ ０ 、 第 一 絶 縁 層 ３ ４ を 覆 蓋 す る 。 該 保 護 層 ４ ２ と 該 平 坦 層 ４ ４ に 対 し て フ ォ ト マ ス ク （
リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 い パ タ ー ン 化 し 、 複 数 の 貫 通 孔 ５ ２ 、 ５ ４ を 形
成 す る 。
　 本 実 施 例 に お い て 、 該 複 数 の 貫 通 孔 ５ ２ 、 ５ ４ の 内 少 な く と も １ 個 の 貫 通 孔 ５ ２ は 、 該
平 坦 層 ４ ４ と 該 保 護 層 ４ ２ を 貫 通 し 、 こ れ に よ り 該 補 助 キ ャ パ シ タ の 上 電 極 ４ ０ ３ は 露 出
す る 。 該 貫 通 孔 ５ ２ は TFTの ド レ イ ン 接 触 窓 （ contact of drain electrode） を 提 供 し 、
ま た さ ら に 少 な く と も １ 個 の 貫 通 孔 ５ ４ は 該 平 坦 層 ４ ４ 、 該 保 護 層 ４ ２ 、 該 オ ー ム 接 触 層
３ ８ 、 該 半 導 体 層 ３ ６ 、 該 第 一 絶 縁 層 ３ ４ を 含 む こ と が で き る 。 露 出 表 示 区 外 の 端 子 線 ３
２ ３ は 端 子 線 の 接 触 窓 （ contact of terminal PAD） と す る 。
　 本 実 施 例 に お い て は 、 保 護 層 ４ ２ だ け を 形 成 し 、 或 い は 平 坦 層 ４ ４ だ け を 形 成 し 、 或 い
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は 同 時 に 保 護 層 ４ ２ と 平 坦 層 ４ ４ を 形 成 す る こ と が で き 、 該 ２ 層 の 順 序 に 決 ま り は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 最 後 に 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 該 平 坦 層 ４ ４ 表 面 の 透 明 電 極 層 ４ ６ を 画 素 電 極 と す る 。 そ
の 材 料 は イ ン ジ ウ ム と ス ズ の 酸 化 物 （ ITO） 、 或 い は イ ン ジ ウ ム と 亜 鉛 の 酸 化 物 （ IZO） で
あ る 。
　 本 実 施 例 に お い て 、 該 第 一 金 属 層 ３ ２ と 該 半 導 体 層 ３ ６ （ オ ー ム 接 触 層 ３ ８ ） の パ タ ー
ン は 相 同 で あ る た め 、 同 一 フ ォ ト マ ス ク を 使 用 し 第 一 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ
ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス 及 び 第 二 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ
セ ス を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り １ 段 階 の フ ォ ト マ ス ク の 設 計 と 製 造 費 用 を 削 減 す る
こ と が で き る 。
　 或 い は 、 第 一 段 階 の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス に よ り 第 一 金
属 層 ３ ２ を 定 義 し た 後 、 該 パ タ ー ン 化 し た 第 一 金 属 層 ３ ２ を フ ォ ト マ ス ク と し 、 第 二 段 階
の フ ォ ト マ ス ク （ リ ソ グ ラ フ ィ ー エ ッ チ ン グ ） プ ロ セ ス を 行 う こ と が で き 、 こ う し て １ 段
階 の フ ォ ト マ ス ク の 設 計 と 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 公 知 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 公 知 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 公 知 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 公 知 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 公 知 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 最 適 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 最 適 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 最 適 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 最 適 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 最 適 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 用 下 基 板 製 造 方 法 の プ ロ セ ス 表 示 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
３ ０ 　 基 板
３ ２ 　 第 一 金 属 層
３ ２ １ 　 TFTの ゲ ー ト 極
３ ２ ２ 　 補 助 キ ャ パ シ タ の 下 電 極
３ ２ ３ 　 端 子 線
３ ４ 　 第 一 絶 縁 層
３ ６ 　 半 導 体 層
３ ８ 　 オ ー ム 接 触 層
４ ０ 　 第 二 金 属 層
４ ０ １ 　 ソ ー ス 極
４ ０ ２ 　 ド レ イ ン 極
４ ０ ３ 　 補 助 キ ャ パ シ タ の 上 電 極
４ ２ 　 保 護 層
４ ４ 　 平 坦 層
４ ６ 　 透 明 電 極 層
５ ２ 、 ５ ４ 　 貫 通 孔
５ １ １ 　 ド レ イ ン 極 接 触 層
５ １ ２ 　 端 子 接 触 窓
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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